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本
稿
は
京
都
大
串
附
属
国
書
館
所
臓
の
イ
ス
バ
一
一
ヤ
文
庫
に
含
ま
れ
た

戴
少
い
イ
ス
バ
ニ
ヤ
経
済
に
闘
す
る
書
物
中
の
一
冊
で
あ
る
Y

ド
り
ッ
ド

の
サ
ン
チ
ヨ
・
デ
・
モ
シ
カ
ア
ダ
ア
経
済
研
究
所
副
所
長
、
閤
民
鶴
湾
首

議
総
裁
H
・
P
-
L
ギ
ラ
ス
著
「
イ
λ

バ
一
一
ヤ
紹
拙
聞
の
設
展
」
一
九
四
回

晶
の
紹
介
で
あ
る
。
私
自
身
の
意
闘
す
る
研
究
目
方
向
拡
イ
ス
で
一
ヤ
農

業
の
歴
史
的
並
に
統
計
的
研
究
に
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
こ
の
書
物
は
私

の
研
究
意
欲
を
十
分
に
充
す
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
れ
に
至
る
準
備
段
階

と
し
て
は
、
わ
が
闘
に
は
全
く
の
未
知
の
世
界
レ
ー
も
い
う
べ
き
イ
ス
バ
ニ

ヤ
樫
演
の
現
状
把
揖
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
意
時
で
、
こ
の
書
物
の
翻
詳

有

局

重

尋

も
何
等
か
の
役
割
を
は
た
す
も
の
と
考
よ
¥
そ
の
全
需
を
と
こ
ろ
み
る
と

共
に
、
い
ろ
/
¥
の
意
味
で
現
在
の
イ
ス
パ
一
一
ヤ
極
済
に
多
少
な
り
閥
心

を
も
っ
人
々
の
た
め
に
同
替
の
輪
廓
を
素
描
す
る
こ
と
と
し
た
。

本
書
の
構
成
は
十
四
章
よ
り
な
り
、
第
一
章
イ
ス
パ
ニ
ヤ
の
人
口
問

題
、
第
二
章
生
産
の
特
徴
、
第
=
一
章
努
働
力
の
因
分
、
第
阿
章
外
閤
貿
易

の
構
造
、
第
五
章
交
通
機
関
、
第
六
章
消
費
量
の
靖
獄
、
第
七
章
図
画
設

達
に
闘
す
る
諸
問
題
、
第
九
章
金
融
の
諸
要
素
と
紹
情
的
欝
達
、
第
九
章

予
算
政
策
と
経
済
の
裂
選
、
第
十
章
物
償
費
動
と
経
済
の
震
達
、
第
十
一

章
農
薬
と
林
業
、
第
十
二
章
工
業
の
護
達
、
第
十
一
三
平
謹
遣
に
際
し
て
の

賢
際
と
の
制
限
、
第
十
四
章
結
論
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
と
れ
ら
各
章
む

う
ち
軍
要
な
も
の
の
み
に
つ
い
て
箇
僚
が
き
的
に
要
約
し
土
う
。



第
一
一
車
の
人
口
問
題
に
つ
い
て
は

付

一

九

O
一

年

一

九

四

O
年
迄
の
イ
ス
バ
ニ
ヤ
の
人
口
は
毎
年

平
均
約
0
・
八
四
%
つ
つ
増
加
し
た
。
(
加
惜
し
内
乱
首
の
十
年
聞
の
人
口
吻
加
率
凶
作
斗

動

7
0七
時
で
あ
っ
た
ロ
)
こ
の
増
加
率
の
減
少
の
傾
向
は
一
死
亡
率
の
減
少
の

傾
向
を
よ
ま
わ
っ
て
い
る
。
従
っ
て
主
と
し

τ出
議
弔
の
傾
向
よ
り
見
て

イ
ス
バ
ニ
ヤ
の
人
口
が
あ
る
一
定
政
以
と
に
増
加
し
な
い
と
と
が
推
定
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

同
イ
ス
パ
ニ
ヤ
の
将
来
の
人
口
に
闘
す
る
政
字
の
よ
の
計
算
は
あ
ま

り
償
値
が
あ
る
と
は
用
品
え
な
い
。
侍
年
約
一
・
四
%
よ
り
も
出
産
車
が
多

い
こ
と
に
よ
っ
て
決
る
。
現
在
の
出
産
減
少
の
傾
向
が
績
く
も
の
と
す
れ

ば
将
来
の
人
口
は
不
動
の
ま
ま
の
状
態
で
あ
る
か
、
惑
は
一
九
六
七
年
頃

恥
ら
ラ
じ
て
約
三
千
一
二
百
万
人
に
達
す
る
で
あ
の
ラ
G

し
か
し
現
在
の
死

亡
率
の
傾
向
に
鑓
化
が
現
は
れ
る
可
能
性
も
皆
烈
と
り
言
、
ズ
な
レ
り
だ
か

ら
右
の
額
値
の
偵
値
は
向
疑
問
で
あ
る
。

品
開
出
産
率
は
州
の
方
が
都
市
よ
り
大
昔
あ
る
が
、
人
口
増
加
牢
は
川

よ
り
都
市
町
方
が
大
で
あ
る
。

四
移
民
に
つ
い
て
は
閣
内
出
穣
ぎ
と
閤
外
移
住
に
大
別
し
℃
い
る

が
、
前
者
に
つ
い
て
は
附
移
民
叡
と
大
地
主
離
は
王
比
例
す
る
G

刷

面

積
の
増
大
に
つ
れ
て
大
地
主
が
介
在
す
る
よ
う
に
な
る
。
川
土
地
の
分

割
が
大
古
島
れ
ば
あ
る
程
人
口
は
金
速
に
増
穴
ず
る
。

以
上
り
要
因
を
あ
げ
℃
い
る
が
、
閣
内
出
稼
を
妨
げ
亡
レ
る
の
は
土
地

所
有
、
地
代
の
性
格
が
州
毎
に
異
っ
て
い
る
こ
と
よ
り
も
、
む
し
ろ
民
族

H
・
P
・
ェ
ギ
ラ
ス
著
「
イ
ス
パ
ニ
ヤ
極
慣
の
議
展
」

的
、
心
理
単
的
、
地
理
問
字
的
要
素

σあ
る
と
考
え
て
い
る
。

国
閣
外
移
住
の
イ
ス
バ
一
一
ヤ
人
の
取
は
第
一
夫
大
戦
以
後
特
に
少
く

な
っ
て
い
る
。
叉
最
近
二
十
年
間
を
み
る
と
入
闘
費
、
出
岡
教
は
均
衡
を

保
つ

τい
る
Q

第
二
章
の
生
産
的
特
徴
仁
つ
い
て
は

中
部
及
び
南
部
イ
ス
バ
一
一
ヤ
の
生
活
手
段
は
主
に
農
業
で
あ
り
、
ぞ
の

主
去
る
部
分
を
し
め
る
天
水
地
農
業
の
牧
益
は
少
く
、
農
業
人
口
は
大
で

あ
る
が
、
農
業
機
悦
は
極
度
に
責
弱
で
あ
り
、
一
へ
グ
タ
ー
ル
営
り
に
つ

い
て
み
て
も
、
利
用
さ
れ
た
雇
傭
労
働
か
ら
み
て
も
、
農
業
牧
盆
位
低
位

で
忘
る
。
か
く
て
、

H

一
般
的
に
は
農
業
生
産
物
は
内
乱
の
結
果
と
し
て
の
一
九
三
九
年

以
南
の
波
少
を
除
け
ば
、
今
世
紀
じ
な
っ
て
か
ら
た
え
ず
増
加
し
つ
づ
け

て
は
い
る
が
、
農
業
専
従
者
一
人
一
へ
グ
タ
ー
ル
営
り
の
牧
盆
は
低
い
。

従
ワ
て
生
産
費
用
は
上
昇
し
て
い
る
と
見
ら
わ
ょ
う
ω

ロ
従
業
者
の
割
合
に
牧
益
が
低
い
と
い
う
ζ
と
は
賃
金
水
準
が
低

〈
、
叉
市
場
吸
収
力
が
賛
弱
な
の

σ購
買
力
が
著
し
〈
制
限
さ
れ
て
い
る

結
果
で
あ
ら
号
。

国
人
口
増
大
に
上
る
抱
え
ざ
る
臨
迫
及
び
工
業
輸
入
品
を
基
盤
と
せ

る
将
慣
を
展
開
す
る
際
の
晴
雄
さ
に
よ
っ
亡
農
業
保
護
手
段
が
必
要
で
あ

。
こ
と
は
説
明
き
れ
る
。

個
牧
畜
議
は
牧
場
用
土
地
の
不
充
分
、
北
に
不
安
定
更
に
飼
料
の
債

格
と
云
う
障
碍
に
ぶ
つ
か
る
。
そ
し
亡
乙
の
障
碍
は
牛
肉
の
コ
ス
ト
に
現

第
七
十
二
強

J 〆、

第
三
掠

六



H
j
・
P

・
ヂ
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一
フ
ス
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イ
λ

バ
一
一
ヤ
糎
慣
の
設
展
」

は
れ
E
い
る
。

国
イ
ス
パ
ニ
ヤ
に
お
け
る
主
要
な
基
礎
的
生
産
物
の
一
人
常
り
生
謹

量
は
工
業
固
と
比
べ
れ
ば
甚
し
く
低
い
。
叉
そ
の
コ
ス
ト
は
他
閣
の
と
れ

よ
力
著
し
く
高
い
。

例
更
に
鍛
造
轍
送
の
低
能
宰
は
生
産
費
を
高
か
ら
し
め
る
要
素
の
一

つ
で
あ
る
。
館
田
章
外
岡
貿
易
の
構
法
に
つ
い
て
は

イ
ス
バ
一
一
ヤ
は
余
裕
生
産
物
を
験
出
ず
る
程
豊
か
で
な
い
が
、
組
針
量

不
足
の
右
油
、
開
花
、
ヴ
ム
、
機
械
、
草
闘
を
轍
入
ず
る
辛
段
と
し
て
止

む
を
得
ず
鑓
物
、
食
糧
品

Z
1プ
ル
が
最
高
位
}
を
職
問
し
て
い
る
。

H

一
九
}
五

l
l
一
九
二

O
茸
を
除
け
ば
今
世
胞
に
な
っ
て
忠
ち
の

イ
ス
バ
ニ
ヤ
の
外
関
職
出
入
貿
易
差
額
は
常
に
樟
宇
で
あ
る
。
最
近
二
十

年
間
の
イ
ス
バ
ニ
ヤ
の
外
岡
貿
易
の
構
浩
は
交
易
の
行
は
れ
た
闘
に
つ
い

て
み
て
も
交
易
晶
に
つ
い
て
み
て
も
大
し
て
貫
要
な
嬰
化
は
現
は
れ
て
い

な
い
。同
強
度
に
工
業
化
さ
れ
た
闘
〉
一
比
ベ
て
み
る
と
、
イ
ス
バ
ニ
ヤ
の
ヨ

ス
ト
が
高
い
と
い

4
と
と
が
製
法
晶
の
瞬
間
車
の
上
昇
を
阻
害
し
て
い

る。
同
イ
ス
バ
一
一
ヤ
の
外
岡
貿
易
の
特
慣
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諮
問
が
そ
の
重

要
鴎
出
市
場
で
あ
る
点
に
見
ら
れ
る
。
イ
ス
バ
一
一
ヤ
経
済
に
と
っ
て
最
も

必
要
な
商
品
、
た
と
へ
ば
綿
、
右
泊
専
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
そ
れ
を
直
接
聡

入
す
る
方
が
ヨ
T

P
ッ
〆
の
仲
介
闘
を
通
じ
て
輸
入
す
る
よ
仇
り
も
よ
内
有

第
七
十
二
桂

第
三
掠

/、 I

四 L
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利
な
慣
絡
帳
件
で
行
は
れ
る
で
あ
ら
う
。

節
穴
章
消
費
量
の
培
波
に
つ
い
て
は

完
全
な
費
軒
が
用
意
さ
れ
て
い
な
い
が
、
食
糧
品
の
消
費
傾
向
を
グ
ラ

フ
で
示
し
て
い
る
。
全
般
的
に
消
費
量
は
腎
外
岡
よ
り
劣
っ
て
い
る
。

H

イ
ス
パ
一
一
ヤ
人
の
一
人
首
り
食
糧
在
外
閑
人
の
そ
れ
と
を
比
較
す

る
「
は
、
一
人
嘗
平
均
食
費
、
牢
令
別
ヘ
ロ
構
成
、
無
候
、
努
闘
僚
件
、

民
牒
的
特
徴
を
考
慮
に
入
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

向
午
乳
製
品
、
牛
肉
を
除
き

X
エ
ス
ヲ
レ
マ
ズ
一
フ
地
方
、
ア
ン
グ
ル

シ
ア
地
方
の
人
口
の
あ
る
部
分
を
除
け
ば
イ
ス
バ
ニ
ヤ
の
食
糧
生
産
物
の

一
人
賞
り
消
費
量
は
一
九
=
一
六
年
以
間
に
あ
っ
て
は
十
分
満
足
出
来
る
程

度
目
量
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
得
る
@

同
一
人
営
り
牛
肉
消
費
量
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
部
分
の
関
よ
h

り少

い
。
僅
か
一
部
で
は
あ
る
が
魚
類
は
牛
肉
の
ポ
足
分
を
補
っ
て
い
る
。

同
第
一
次
内
乱
及
一
九
二
一
九
年
以
後
の
世
界
大
戟
の
結
果
、
イ
ス
パ

エ
ヤ
程
慣
は
混
乱
し
、
一
九
三
宝
年
の
数
値
と
〈
ら
e
へ
れ
ば
」
人
営
り
の

消
費
量
は
減
少
し
て
い
る
@

第
七
章
極
関
謹
遣
に
閲
す
る
諸
問
題
に
お
い
て
は

世
界
鶴
済
と
イ
ス
バ
ニ
ヤ
留
酒
と
の
闘
連
に
つ
い
て
の
ベ
、

ω
外
岡

貿
易
が
如
何
な
る
程
度
に
イ
ス
パ
ェ
ヤ
棚
世
間
K
影
響
を
及
ぼ
す
か
、
制
ど

の
部
門
が
影
響
を
う
け
る
か
、
判
そ
れ
は

E
の
よ
ラ
に
イ
ス
パ
ニ
ヤ
程

慣
に
浸
透
す
る
か
、
判
以
上
の
諸
関
係
)
に
上
り
ど
の
よ
ラ
な
併
果
が
生

ず
る
か
、
等
の
問
題
そ
提
起
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
と
の
よ
う
な
問
題
が



集
中
的
に
あ
ら
は
れ
る
の
は
主
と
し
て
織
出
品
世
生
産
し
て
い
る
州
に
於

て
で
あ
っ
て
、
イ
ス
バ
ニ
ヤ
の
其
の
他
の
州
の
大
部
分
に
は
非
常
に
弱
い

形
で
情
は
る
の
み
で
あ
る
。
か
く
て
外
圏
貿
易
上
よ
り
見
れ
ば
、

H
其
の
煙
務
的
震
畏
か
ら
見
捨
て
ら
れ
、
向
か
つ
外
闘
に
鞠
抗
し
て

保
護
手
段
を
取
っ
て
い
る
イ
ス
バ
ニ
ヤ
の
纏
演
は
現
在
の
と
こ
ろ
一
九
一
一
一

六
年
以
前
の
均
衡
吠
態
よ
り
は
勝
っ
て
い
な
い
。
閤
家
樫
慣
の
観
点
か
ち

す
べ
て
の
財
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
将
来
の
一
人
嘗
り
の
消
費

量
を
増
大
言
せ
る
こ
と
が
可
拍
聞
で
あ
ら
う
日

H
H

イ
ス
バ
ニ
ヤ
師
団
演
の
鼓
達
は
間
続
的
な
轍
出
品
の
単
な
る
増
大
に

ょ
っ
亡
で
は
な
く
、
あ
る
特
定
川
の
み
な
ら
ず
全
州
の
楕
費
量
の
一
般
的

増
大
に
よ
っ
て
却
ち
イ
ス
パ
之
ヤ
臨
済
構
造
を
嬰
化
せ
し
め
得
る
よ
F

つ
な

惚
合
的
手
段
に
よ
っ
て
某
の
寅
現
仕
期
待
さ
れ
得
る
。

日
開
要
寸
る
に
樫
踊
開
設
展
は
年
間
閤
民
蓄
財
量
白
天
小
に
か
か
わ
ら

ず
、
生
産
各
部
門
に
お
け
る
其
の
蓄
財
の
設
費
の
方
法
及
び
一
般
購
買
力

の
適
瞥
な
四
分
を
介
し
て
消
費
量
テ
一
維
持
す
る
た
め
の
組
織
力
の
程
度
に

よ
っ
て
調
整
さ
れ
る
と
し
て
い
る
@

掃
八
軍
で
は
実
の
焦
点
を

附
イ
ン
ク
レ
は
ど
の
よ
う
に
し
亡
起
る
か
、
倒
イ
ン
フ
レ
は
密
画
醤

達
を
妃
都
合
に
ず
石
か
否
か
、
判
銀
行
は
何
を
参
考
に
し

τ
通
貨
の
霊

行
に
努
む
ベ
舎
か
、
伺
銀
存
薬
と
の
閥
連
に
於
亡
闘
家
は

E
の
よ
号
な

政
策
を
と
る
べ
き
か
、
に
む
け
て
各
項
目
に
つ
い
て
分
折
し
て
ん
て
。
。

鏑
九
章
の
諜
算
政
策
に
つ
い
て
は
、

H
7
?
・
ヱ
ギ
ラ
ス
著
「
イ
ス
パ
ェ
ヤ
極
抽
聞
の
震
度
」

付
歳
入
浸
び
歳
出
の
理
算
は
一
九
=
一
主
年
迄
は
名
目
増
加
亀
賓
費
増

加
も
一
目
し
て
い
る
。
一
九
一
一
一
九
車
以
降
再
び
名
目
増
加
は
み
ら
れ
，
る
が
ベ

セ
ー
タ
ー
の
購
買
力
の
減
少
を
考
え
合
せ
る
た

ιば
、
歳
入
に
お
い
て
も

歳
出
に
お
い

τも
賓
質
増
加
は
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

H
H

イ
ス
バ
エ
ヤ
の
公
債
は
一
九
=
一
五
年
の
一
人
営
り
九
百
凡
十
二
ベ

セ
ー
タ
ー
か
ら
一
九
四
=
一
年
に
は
-
入
賞
h

り
千
一
一
一
百
四
十
四
ペ
セ
ー
タ
ー

へ
と
増
大
じ
て
い
る
。
し
か
し
ベ
セ
ー
タ
ー
の
購
買
力
の
獄
少
を
考
慮
に

入
れ
る
な
ら
ば
一
人
営
り
賓
質
負
債
は
一
九
三
五
年
よ
旬
透
か
に
少
〈
な

っ
て
い
る
と
見
ち
れ
る
@

同
珠
算
に
お
け
る
歳
出
の
割
合
は
一
九
=
九
年
か
ら
は
か
な
句
減
少

し
て
き
て
い
る
。

団
暗
闇
茸
融
額
が
増
大
ず
る
と
い
F

つ
の
は
設
展
の
過
程
を
維
持
す
る
た

め
に
糖
酎
必
要
で
あ
る
。

第
+
章
に
お
い
て
は

先
づ
物
債
は
一
般
的
に
流
通
通
貨
に
よ
っ
て
決
定
的
な
影
響
を
う
け
る

こ
と
が
と
か
れ
、
通
貨
の
購
買
力
に
は
量
、
却
の
問
題
英
の
他
の
問
題
が

あ
る
ζ
と
を
指
摘
す
る
@
物
債
政
策
の
基
盤
と
し
て
の
生
産
、
消
費
、
物

債
の
各
構
造
白
楕
闘
係
に
到
し

τは
同
時
に
針
策
が
と
ら
れ
て
こ
そ
生
産

構
造
が
改
革
さ
れ
安
定
さ
れ
る
。
物
両
官
襲
舗
と
圏
民
樫
商
構
造
の
閲
係
に

つ
い
て
は
具
体
的
に
農
業
、
工
業
の
場
合
を
あ
げ
亡
説
明
し
て
い
る
@

第
+
一
置
に
つ
い
て
は

最
近
七
十
豆
年
間
を
み
る
と
イ
ス
パ
ニ
ヤ
山
赫
面
積
門
樹
木
の
あ
る

[ー)
第
七
十
二
絶

第
三
規

-4 〆、
一

六
五



H

・P
-
エ
ギ
ラ
ス
著
「
イ
ス
パ
エ
ヤ
経
済
の
護
展
」

西
田
)
は
ほ
と
ん

E
廷
に
減
じ
て
い
る
ω

一
人
醤
わ
木
材
生
産
量
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
諸
圏
内
最
も
低
い
闘
の
一
つ
で
あ
る
。

同
山
林
地
針
策
と
し
て
、

H
再
植
林
針
策
、
同
濫
伐
針
策
が
あ
る

が
、
閤
家
針
策
の
貧
弱
き
は
、
再
植
林
地
帯
で
放
牧
を
生
活
手
段
と
す
る

住
民
が
生
活
の
脅
威
と
し
て
ぞ
の
政
策
に
反
針
す
る
の
と
相
ま
っ
て
困
難

な
状
態
に
あ
る
。

同
農
業
に
つ
い
て
は
一
九
六
七
年
に
は
推
定
人
口
三
千
三
百
方
人
即

ち
二
七
%
増
加
し
、
そ
の
た
め
農
薬
生
産
物
を
増
大
す
る
に
は
天
水
地
牧

盆
の
故
当
昔
、
新
種
紙
地
の
開
震
が
可
能
で
あ
る
k
な
し
、
救
益
傾
向
に
彫

饗
す
る
要
素
と
し
亡
は
、

ω耕
作
面
積
、
同
肥
料
、
付
種
子
、
同
型

耕
を
あ
げ
以
よ
り
影
響
は
安
定
的
で
あ
る
が
、
気
湿
り
影
響
比
イ
ス
同
ニ

ヤ
の
場
合
特
に
不
安
定
で
る
る
。

畑
開
港
海
地
か
ら
の
生
産
物
牛
、
牛
田
乱
、
牛
肉
に
つ
い
て
イ
ス
圏
内
一
一
ヤ

全
人
口
白
消
費
量
を
容
易
に
維
持
し
或
い
は
向
上
す
る
た
め
に
は
新
濯
蔽

地
を
再
年
約
四
万
へ
グ
タ
ー
ル
づ
L
開
墾
す
る
と
と
が
必
要
げ
に
あ
る
。
も

し
天
水
地
牧
櫨
白
増
大
や
濯
瓶
地
開
墾
の
増
大
が
富
読
さ
れ
ず
、
又
一
九

三
六
年
以
前
の
消
費
水
準
を
か
ろ
う
じ

τ維
持
す
る
こ
と
が
出
来
る
程
度

に
す
ぎ
ぬ
と
す
る
な
ら
ば
、
叉
少
く
と
も
入
口
増
大
の
現
在
の
傾
向
が
今

後
も
つ
つ
く
な
ら
食
糧
自
輸
入
は
杷
針
に
必
要
ち
あ
ら
ラ
@

同
牛
肉
生
産
量
に
つ
い

τは
牧
地
面
積
が
問
題
と
な
る
が
、
牧
地
は

農
地
と
の
関
係
に
お
い
て
こ
れ
以
上
蹟
大
出
来
ず
、
従
っ
て
牛
肉
の
消
費

を
お
さ
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

第
七
十
二
巻

二
六
回

第
三
抗

ム/、
ム〆、

同
農
業
努
働
力
を
減
少
す
る
こ
と
は
一
入
賞
り
の
生
産
向
上
の
先
決

僚
件
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
こ
で
農
業
に
白
け
る
機
械
佑
が
問
題
と
な
る
。

機
械
化
に
よ
り
浮
い

τ来
た
努
働
力
は
他
の
溜
間
部
門
の
生
産
に
侵
立

t

ラ
る
@
同
若
し
牧
諸
の
増
大
を
伴
は
な
い
な
ら
ば
単
に
賃
銀
色
る
レ
は
土
地

制
度
に
濁
し
て
加
え
ら
れ
る
法
的
鹿
置
は
且
岡
村
の
購
買
力
の
上
昇
を
誘
躍

す
る
よ
う
な
影
響
を
あ
た
え
な
い
し
又
市
場
の
購
買
力
を
増
大
す
る
よ
う

な
影
響
を
も
あ
た
え
な
い
@

第
十
二
軍
士
葉
町
議
遣
に
つ
い
て
は

工
業
譲
民
は
、

ω技
術
進
告
の
程
度
、
同
エ
ネ
ル
ギ
ー
及
原
料
の
保

存
、
例
市
場
に
よ
っ

τ決
る
と
の
ベ
、
工
業
が
イ
ス
パ
ユ
ヤ
に
お
い
て

特
に
遅
れ
て
い
る
の
は
、
近
代
自
然
科
躍
の
中
心
理
論
を
イ
ス
バ
ニ
ヤ
人

の
頑
固
な
考
え
方
が
近
づ
け
ぬ
か
ら
で
あ
る
と
見

τい
る
。
払
〈

τ、

H

科
阜
、
技
術
が
お
く
れ

τい
る
こ
と
が
イ
ス
パ
ニ
ヤ
の
主
義
化
の

震
度
を
困
難
な
ら
し
め
る
原
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
@

M
H

イ
ス
パ
ニ
ヤ
の
動
力
源
や
原
料
の
貯
蔵
量
は
イ
ス
パ
ニ
ヤ
の
工
業

白
謹
展
を
許
ず
に
十
分
で
あ
る
@
し
か
し
な
が
ら
色
々
な
要
因
が
生
産
コ

ス
ト
を
よ
昇
せ
し
め
て
い
る
。

同
石
炭
、
電
気
等
の
動
点
源
の
増
大
は
工
菜
説
展
を
有
利
な
ら
し
め

る
基
本
的
保
件
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
れ
ら
の
生
産
は
特
別
な
手
段
芭
奨
剛

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

伺
水
カ
謹
電
可
能
力
は
約
千
万
l
l
l千
二
百
万
馬
力
の
聞
で
あ
る
と



考
え
ら
れ
る
が
、
寅
際
利
用
量
は
約
二
百
万
馬
力
で
あ
ら
う
U

同
君
炭
埋
蔵
量
は
約
四
十
四
億
四
千
万
ト
シ
で
あ
る
が
、
石
炭
採
掘

り
悪
僚
件
と
し
て
、

ω
錆
床
が
小
さ
い
、
同
協
酬
暦
そ
の
他
多
く
の
陣

碍
、
判
鏑
床
が
ほ
と
ん
ど
垂
直
状
態
の
た
め
採
掘
困
難
、
伺
鍍
床
が
交

通
不
便
四
土
地
に
位
置
す
る
こ
と
、
同
埋
蔵
量
の
偏
在
、

N
海
上
轍
送

の
必
要
、
川
盗
掘
の
結
果
と
し
て
の
石
摂
薗
植
の
下
降
、
が
あ
げ
ら
れ

る。
約
石
崇
の
一
九
四
二
年
の
生
産
量
は
千
五
十
万
ト
シ
で
あ
り
内
乱
前

に
く
ら
べ
れ
ば
生
産
量
は
増
大
し
て
い
る
が
全
必
要
量
を
み
た
す
ほ
ど
十

分
で
な
い
。

仙
川
鑓
物
と
し
て
硫
銭
鏡
、
マ
シ
ガ
ン
、
銅
、
館
、
匝
帥
町
、
錫
、
ウ
ス

ア
一
フ
ム
錦
、
水
銀
等
が
あ
る
Q

M
W

圏
内
用
並
に
輪
出
用
と
し
て
化
皐
肥
料
を
年
間
約
三
十
万
ト

ν
生

産
し
て
い
る
@

ω
生
産
量
、
生
産
費
の
上
か
ら
見
て
、
イ
ス
バ
一
一
ヤ
士
業
の
中
で
繊

維
工
業
が
最
も
完
全
で
る
る
。

。
農
業
従
事
者
の
責
弱
な
購
買
力
は
工
業
瑳
展
の
障
碍
物
と
な
っ
て

い
る
。

鏑
+
=
一
軍
鼓
達
に
隠
し
て
の
宣
際
上
の
制
限
に
つ
い
て
は
、

極
隣
接
連
は
、
何
年
間
蓄
財
量
、
同
労
働
力
及
技
術
組
織
、
州
各
部

門
に
お
け
る
蓄
財
の
投
資
自
型
、
伺
購
買
力
の
適
常
な
る
配
分
を
介
し

て
の
消
費
そ
統
御
す
る
た
め
の
組
織
効
果
白
程
度
に
よ
り
左
右
さ
れ
る
と

H

・P
-
エ
ギ
ラ
ス
著
「
イ
ス
パ
ェ
ヤ
経
済
の
護
畏
」

の
べ
て
い
る
Q

従
っ

τ婦
人
労
働
の
強
伯
、
新
狩
働
力
の
臨
置
、
失
莱
エ

員
の
適
営
な
就
業
に
よ
り
極
酒
設
民
は
期
待
さ
れ
る
@
生
産
及
購
買
力
配

分
り
合
理
化
が
達
成
さ
れ
な
い
と
き
紹
済
の
恒
常
的
謹
展
は
期
待
さ
れ
な

、QL 
第
七
ト
二
種

一
一
六
宜

第
=
強

六
七




